
■もったいない日本語！■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 418号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

先週のご挨拶 

4/11小樽のもったいない博物館・心意気博物館の JAさん、 

4/15ニンニク農家と食べる会でお目にかかった MTさん、KHさん、 

今後ともよろしくお願いいたします。 

・ 

今週のお誘い 

■アントレハウス笑恵館！ 

笑恵館アパート 202号室から、真下の 102号室に引っ越しました。 

台所にベッドを詰め込んで、庭に面した 6畳の部屋を交流スペースに設えました。 

ささやかながら、アントレハウス（起業する家）として開業しますので、気軽に遊びに来てください。 

（宿泊も可能です） 

■4/24 「紙敷あんど」がオープンします。 

松戸市にある紙敷中内薄浦町会集会所です。 

町会の集会所ではありますが、町会員に限らず必要としてくれる方に活用いただきコミュニティ活性化や紙敷/

東松戸の魅力創造に奮闘します。 

詳しくは･･･ https://sites.google.com/view/kamishiki-and 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：もったいない日本語！ 

 



友人の KIさんの招きで、久しぶりに北海道の小樽に行ってきた。 

小樽出身の彼女は、お子さんがアメリカの大学に進学したのを機に狭苦しい東京暮らしに区切りをつけ、自然

と触れ合う拠点づくりを画策中。 

小樽には、使われなくなった洋館が多数存在し、その保存や存続が求められている。 

そこに着眼した KI さんは、「小樽民家」の再生に取り組む人たちとの知己を得て、魅力的な物件を見つけたが、

築 100年を迎える建物や土地については解らないことだらけ。 

そこで、かつて起業相談相手だった僕の、土地建物全般の知識と経験を見込んで、10数年ぶりに訪ねてきた。 

だが、小樽は遠いし、日帰りも可能だが航空チケット費がかさむ。 

むしろ、札幌に前後泊する方が、しっかり小樽を探索できるうえに費用も安い。 

そこで僕は、2 泊 3 日で訪問する代わりに、「小樽で活躍する面白い人」を紹介して欲しいと依頼したところ、

KIさんは快諾してくれた。 

・ 

まずは、小樽訪問の主目的である洋館の取得に関する現地調査や仲介者との打合せを終え、いよいよ「面白い

人」の訪問だ。 

小樽中心のメルヘン通りから少し行ったところにある、現在閉鎖中の「小樽秋野スキー博物館」に案内され、

オーナーの JAさんにお目にかかった。 

建築は明治 19年（1886年）頃の木骨石造 4階建で、小樽における石造り店舗の先駆けだそう。 

もちろん木造 4階のままでは使用できず、2～4階を吹き抜くことで巨大な 2階空間を持つ建物になっている。 

だが、一般公開するには更なる消火設備が必要なので、会員制の限定公開とすることでこの課題をクリアする

という。 

「それってまさに、僕が各所で実践するコミュニティ方式です！」と答えると、すっかり意気投合し、館内を

丁寧に案内して下さった。 

そしてさらに車で移動して、限定公開中の「もったいない博物館」と、目下改装中の「心意気博物館」に案内

して下さった。 

・ 

JA さんによるご案内は、余りにも感動的かつ盛沢山だったので、ここではバッサリ割愛するが、「もったいな

い」や「心意気」こそが次世代に継承したいことであり、それを五感で感じてもらうためにこれらの施設を作

っている。 

この取り組みを広め共有することが JA さんのライフワークであり、多くの「もったいない」や「心意気」の証

が寄贈されてくるという。 

初対面にも拘らず、夕方から夜にかけて丁寧にご案内いただいたが、皆さんに報告するにはあまりにも物足り

ない。 

そこで、「小樽もったいないツアー」を企画して、改めてお誘いすることを宣言する。 

JAさんの取組を皆さんにお伝えするだけでなく、僕自身真剣にお手伝いしたいと決意したので、乞うご期待。 

・ 

さて、ここからが今日の本題だ。 

永続の必要性を論じる時、保存や継承に関する議論は避けられない。 

守りたい、続けたいと願う原動力は、失われることに抗（あらが）う気持ちから生まれてくる。 

僕が空き家や地域衰退に抗うのは、それが喪失や滅びを意味するから。 

そもそも僕ら生物が生きているのは、種の絶滅に抗う生殖本能によるものだ。 

生きる原動力が無ければ、生きない＝死や滅びが選択されてしまう。 

だが、生きることは楽ではないので、「生きづらさ」という言葉がはびこっている。 



そこで今、生きる動機付けをするだけでなく、死や滅びに抗う動機付けに注目が集まっている。 

それがズバリ、「もったいない」だ。 

・ 

「もったいない」には、主に二つの用例が有る。 

１．食べ物を捨てるのはもったいない（有用なものを無駄にしないで大切にするという気持ち）。 

２．こんな高価な贈り物をいただくとはもったいない（自分にふさわしくないと思って恐縮するという気持ち）。 

両者は、「残念」と「感謝」という正反対の意味を持つだけでなく、「捨てる」と「いただく」という正反対の

行為に対する用例だ。 

前者は、たとえ自分が満腹でも、他の誰かが食べるかもしれないので食べ物の廃棄に抗う気持ちだが、そもそ

も食べきれない量の食べ物を頂くこと自体が自分にふさわしくないと恐縮する気持ちを後者は意味している。 

これが英語であれば、残念な「無駄な場合」なら「waste」を用い、感謝すべき「有り難い場合」なら

「precious」を用いるが、この両者を併せ持つ言葉は見当たらない。 

「電気を消さないで出かけるのはもったいないです。」は、「It’s Mottainai to leave the lights on when you go 

out.」で通じるという。 

・ 

「もったいない」がそのまま世界に広まったのは、日本独自の言葉だからと言われるが、少なくとも英語には

無い独自性は、このことに違いない。 

先ほどの「もったいない」は、大切な電気の「供給への感謝」と「浪費への戒め」を併せ持つ、僕たちの気持

ちの 2面性を両面から抑え込む「決め言葉」だと僕は思う。 

これを「日本語の曖昧性」と論じることこそが、日本語の価値を貶（おとし）めている。 

“日本人の「環境や資源に対する敬意や節約」の精神”と曖昧な「や」で列挙せず、「環境に対する敬意と資源

に対する節約」と「と」で明確に併記すれば、格段に解り易くなるではないか。 

むしろ僕は「曖昧性」でなく、「日本語の両義性」とでも言い替えたい。 

対になる概念を併せ持つことで、むしろ「思いと現実」の関係を見事に言い表す、これはひょっとすると日本

語の優位性かも知れない。 

人間が言葉で思考するのなら、優れた言語は優れた思考を生み出す可能性があるはずだ。 

そんな日本語を駆使しないなんて「もったいない」と僕は思った。 

 

https://nanoni.co.jp/20230417/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はすべて空いてます） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 

（火）04/18 なのに（小樽）作業日 

 交流◎：10-12時 YTさん出陣式（湯河原） 

（水）04/19 なのに（各所）作業日 

   検診×：09-10時 村田歯科（青葉台） 

（木）04/20 なのに（各所）作業日 

 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 



 面談×：15-16時 Ｙさん＋Ｍさん（笑恵館） 

 交流◎：18-20時 完全持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

 会議〇：21-22時 AR・Qミーティング_3木（オンライン） 

（金）04/21 なのに（世田谷）作業日 

 会議×：10-12時 HFA定例会（恵比寿） 

（土）04/22 なのに（世田谷）作業日 

 交流◎：09-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

 交流×：18-20時 住人食事会（笑恵館） 

（日）04/23 なのに（各所）作業日 

交流○：11-16時 紙敷あんど落成式（東松戸） 

（月）04/24 なのに（各所）作業日 

 

■今後の予定 

04/25 訪問〇：15-16時 旧富本家見学（砧） 

04/25 会議〇：20-21時 LR定例営会議_4火（オンライン） 

04/27 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

04/28 交流◎：09-17時 いづみプロジェクト説明会_4金（反町） 

04/30-05/01 家族旅行（箱根） 

05/06 交流◎：09-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

05/07 会議◎：10-12時 八島花文化財団理事 M_1日（オンライン） 

05/09 会議〇：20-21時 LR定例営会議_2火（オンライン） 

05/11 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

05/12 交流◎：09-17時 いづみプロジェクト説明会_2金（反町） 

05/13 会議×：12-14時 RYUSENプロジェクト_2土（オンライン） 

05/14 会議〇：10-11時 八島花文化財団理事 MTG_2日（オンライン） 

05/15 会議〇：14-15時 きぬた女子会 MTG_3月（笑恵館） 

05/18 会議×：10-12時 HFA定例会_3木（恵比寿） 

05/18 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

05/18 交流◎：18-20時 完全持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

05/18 会議〇：20-22時 AR・Qミーティング_3木（オンライン） 

05/19 会議×：10-12時 LRL理事会（反町） 

05/21 会議〇：21-22時 八島花文化財団事務局 MTG_3日（オンライン） 

05/27 交流×：18-20時 住人食事会（笑恵館） 

05/28 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会（飯能） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 



https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://www.localrepubliclabo.com/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


